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4~20 万 m3程度の小規模な土石流が大雨のあと発生している程度である。土石流災害から 3 カ
月後の92年11月や，大規模土石流直後の93年5---6月には多くの分類群において河口周辺に
生息密度ゼロを含む極低密度域が形成され，密度独立的死亡を反映した分布様式がヨコエピ類





















































亜日については， Barnard & Karaman (1991: Rec. Aust. Mus.， Suppl. 13， Part 1-2， 866pp.) 
に，世界のヨコエビ亜日の科及ぴ属の検索表とともに，各属の種のリストも載っている。日本
産のヨコエピ亜自の種名については， Ishimaru (1994: Rep. Sado Mar. Biol. Stat.， Niigata 
Univ.， 24: 29-86)がインゴルフィエラE目1種を含むリストを作成しており， 50科320種余り
が掲載されている。ただし，研究集会の場でも確認されたことであるが，日本産のヨコエビE
目の分類は，今なお記載レベJレの作業が必要であり，今後も種類数が増えるものと考えられる。
ワレカラ亜自については，竹内がチェックリストを作成中(TakeuchiMS)である。
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